
小学校理科（４年生） 

■ 成果(◇)と課題(◆) 

 

 

 

 
 

■ 特に課題が見られた設問７⑷の誤答例(・)と解説 

   

 

■ 設問７⑷の誤答傾向を基にした指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴムボールの中の空気が、元の体積に

もどろうとしてはずんだ。 

・ゴムボールの中の空気が、元にもどろう

としてはずんだ。 

ゴムボールの中の空気が元に戻ろう

とすることは記述できているが、その

前提となる圧し縮められることは記述

できていない。 

・ゴムボールの中の空気が、たくさん入っ

ているからはねる。 

・ゴムボールの中の空気が少なかったら

はねないけど、多く入っていたらはねる。 

ゴムボールを使った経験は想起でき

ているが、空気は圧し縮められると元

に戻ろうとする性質と結び付けること

ができていない。 

・ゴムボールの中の空気がおしちぢめら

れるからはねた。 

・地面に着いたとき、ゴムボールの中の空

気の体積が小さくなって、上の方に行く

からはずむ。 

ゴムボールの中の空気が圧し縮めら

れることは記述できているが、元に戻

ろうとすることは記述できていない。 

① 観察、実験の結果から言えることを正確に表

現する。 

② 身近な事象の仕組みについて説明する。 

この【結果】から、どのようなことが言えますか。 

「体積」という言葉を使った方が、この結果から
言えることをより正確に表せますよ。 

◇ 温度計や実験用ガスこんろなどを適切に使う技能が身に付いている。 

                              設問１⑴、４⑴、６⑵、９⑴、11⑵ 

◇ 鏡で反射させた日光を重ねるほど明るく暖かくなることや、物は形を変えても重さは変わらないこと

などを理解することができている。             設問１⑵、２⑴、４⑵、５⑵ 

◆ より妥当な考えをつくりだすために、与えられた情報を基に分析して考察することに一部課題が見ら

れる。                          設問６⑶、７⑶ 

◆ 閉じ込めた空気の性質をボールがはずむ仕組みに適用することに課題が見られる。 

                              設問７⑷ 

【結果】 
くわえた力 だんだん大きくする 手をはなしたあと 

せんの位置 

 

 
 

 

 

空気を閉じ込めて力を加えると、空気は小さくな
ります。 

【説明しよう】ボールがはずむようす 
  ⑴     ⑵     ⑶     ⑷     ⑸ 

 

そうですね。「空気を閉じ込めて力を加えると、空
気の体積は小さくなる」の方が正確ですね。 

手を離した後の様子を見ると、空気は体積が小
さくなると、元に戻ろうとするということも言えると
思います。 

今日の学習を生かして、このボールが弾む様子
を説明しましょう。 

ボールの中の空気の体積が小さくなることで弾
むのだと思います。 

う～ん……そうか！体積の小さくなった空気が元
に戻ろうとすることも関係しているのか！ 

つまり、ボールの中の空気の体積が小さくなっ
て、そこから元の体積に戻ろうとすることで弾むと
いうことですね。 

なるほど。３枚目の絵までは、それで説明がで
きますね。しかし、４～５枚目の絵について説明
できていると言えますか。 

指導改善のポイント 

児童が、自然の事物・現象の性質を実際の自然などに適用することができるようになるためには、

以下の授業例のように、観察、実験の結果から言えることを正確に表現し、身近な事象の仕組みに当

てはめて考えるような指導をすることが大切です。 

-1-



小学校理科（５年生） 

■ 成果(◇)と課題(◆) 

 

 

 

 
 

■ 特に課題が見られた設問１⑵の誤答例(・)と解説 

   

 

■ 設問１⑵の誤答傾向を基にした指導改善のポイント（※「物の溶け方」で具体例を示しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ より妥当な考えをつくりだすために、与えられた情報を基に分析して考察することができている。 

                                   設問２⑵、８⑴ 

◇ 子葉の中の養分が発芽に使われることや、天気は雲量と関係していることなどを理解することができ

ている。                              設問５⑷、６⑵、９⑴ 

◆ 金属の温まり方について、予想が確かめられた場合に得られる実験結果を見通して実験を構想するこ

とに課題が見られる。                        設問１⑵ 

◆ 湯気は液体であることや、メダカの稚魚は腹の中にある養分で成長することなどを理解することに課

題が見られる。                           設問２⑶、３⑵、８⑶② 

① 根拠を基に予想を立てる。 
② ほかの児童の予想に対し、どのような実験結

果になれば、予想が確かめられたと言えるのか

を表現する。 予想を立てましょう。これまでに学習したことや、
経験したことなどを基に考えましょう。 

ぼくは、水に物を溶かす前後で、重さは変わら
ないと思います。なぜなら、３年生のときに、粘
土を使って、物は形を変えても重さが変わらな
いという学習をしたからです。 

【学習問題】 

水に物をとかした後の水よう液の重さは、どうなるだろ

うか。 

 

料理をしたときに、塩を溶かしたら見えなくなりま
した。だから、水溶液の重さは、水に物を溶かす
前より軽くなっていると思います。 

水に物を溶かしたら、重くなるのではないかと思
います。理由は、水に物を溶かしたら、水の体
積が大きくなっていたのを見たことがあるからで
す。 

みなさんの予想が正しければ、どのような結果
になりますか。自分とは違う予想をしている人の
予想について説明しましょう。 

A さんの予想が正しければ… 

溶かす前の全体の重さ 溶かした後の全体の重さ 

１０５ｇ ９０ｇくらい 

 

では、実際に実験をして確かめてみましょう。 

・イを選択している。 

太郎さんの予想を「左端から温まる」と

捉えている。 

・ウを選択している。 

太郎さんの予想を「熱源に向かって温

まる」と捉えている。 

・アを選択している。 

金属の温まり方に関する知識を基に

考えており、太郎さんの予想を基に考

えることができていない。 

【実験】 

⑴ 水に食塩をとかす前の全体の重さを量る。 

⑵ 水に食塩をとかした後の全体の重さを量る。 

 
 

B さんの予想が正しければ… 

溶かす前の全体の重さ 溶かした後の全体の重さ 

１３０ｇ １３０ｇ 

 
C さんの予想が正しければ… 

溶かす前の全体の重さ 溶かした後の全体の重さ 

１１２ｇ １２０ｇくらい 

 

Ａさん 

Ｂさん 

Ｃさん 

指導改善のポイント 

児童が、予想が確かめられた場合に得られる実験結果を見通して実験を構想することができるよう

になるためには、以下の授業例のように、予想と予想が得られた場合に得られる実験結果とを考える

ような指導をすることが大切です。 
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小学校理科（６年生） 

■ 成果(◇)と課題(◆) 

 

 

 

 
 

■ 特に課題が見られた設問８⑵の誤答例(・)と解説 

   

 

■ 設問８⑵の誤答傾向を基にした指導改善のポイント 

 

 

 

 

（太陽と月の位置関係の学習後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ウを選択している。 

月の見える方位と形を基に太陽の見

える方位と時間を考察できていない。 

・エを選択している。 

月の見える方位と形を基に考察できて

おらず、月が出ていることを基に時間

を考察している。 

・イを選択している。 

月の見える方位と形を基に太陽の見

える方位を考察できているが、時間を

考察できていない。 

◇ 振り子の１往復する時間を調べる実験や、植物の成長と日光との関係について調べる実験を構想する

ことができている。                     設問１⑶、２⑴⑵、６⑴、７⑵① 

◇ より妥当な考えをつくりだすために、与えられた情報を基に分析して考察することができている。 

                               設問４⑵、７⑵②、８⑷ 

◆ 電磁石と永久磁石の共通点や、唾液のはたらきを調べる実験の結果などを理解することに課題が見ら

れる。                           設問３⑶、５⑴②⑵ 

◆ より妥当な考えをつくりだすために、月の見える方位と形を分析して考察することに課題が見られ

る。                            設問８⑵ 

① 与えられた情報を整理する。 

② 意見を出し合い、妥当性を検討する。 

今日の学習を生かすと、この【問題】を解くこと
ができます。 
この図から分かることはどんなことですか。 

月は半月で、南の空に見えています。 

【問題】 

太陽は東と西のどちらに見えていたでしょうか。また、午

前と午後のどちらの時間だったでしょうか。 

 
 東     南     西 

月だけが記録されていて、太陽が記録されてい
ません。 

半月は、東側が輝いています。 

観察した日時が書かれていないので、分かりま
せん。 

自分の考えを発表してください。 

月が出るのは夜なので、時間は午後だと思いま
す。 

では、この図から分かることを基に、この【問題】
に対する自分の考えをノートに書きましょう。 

月が夜に出るとは限らないので、午後とは言い
切れないのではないかと思います。 

…そうですね。では、時間ではなく太陽の位置
から考えてみます。でも、どうやったら太陽の位
置が分かるのかな…。 

今日学んだ「月の輝いている側にいつも太陽が
ある」ことから考えられると思います。つまり、太
陽は東側にあるということになります。 

つまり、太陽は東に見えていて、午前の時間だ
ったということになりますね。 

なるほど。でも、太陽の位置が分かっても、時間
は分からないですよね…。 

３年生で学んだ太陽の一日の動きから、考える
ことができませんか。 

太陽は東から昇り南の空を通って西に沈むから
…太陽は東にあるので、午前ですね！ 

指導改善のポイント 

児童が、より妥当な考えをつくりだすために、自然の事物・現象に関する情報を分析して考察でき

るようになるためには、以下の授業例のように、与えられた情報を整理し、整理した情報を基に考え

たことについて妥当性を検討するような指導をすることが大切です。 

なるほど。この考えについて、意見はありません
か。 
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県

令和元年度 佐賀県小・中学校学習状況調査[12月調査]
設問別調査結果[理科]４年
小学校－児童

査調校学小

※「◎」は「十分達成」，「▼」は「要努力」を示す集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

7.77 7.75201,7 4.17 6.1

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

県正答率 県無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式

活用

選択式
短答式
記述式
「活用」に関する問題

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

物質・エネルギー 51 7.56 6.1 0.67 0.65
生命・地球 11 3.97 5.1 0.08 0.06

①思考・表現 9 6.85 6.1 1.17 1.15
②技能 8 9.18 7.0 3.18 3.16 ◎
③知識・理解 9 0.57 3.2 1.18 1.16

71 0.87 6.0 2.87 2.85
4 9.66 7.4 5.28 5.26
5 7.25 3.2 0.27 0.25
5 0.45 9.1 0.27 0.25

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

1 (1) 身近な生物の観察の適切な方法を身に付けている ○ ○ ○ 4.49 1.0 08 06 ◎

1 (2) 動物のいる場所を理解している ○ ○○ 7.49 1.0 08 06 ◎

1 (3) 昆虫を理解している ○ ○ ○ 5.76 2.3 58 56

2 (1)
鏡で反射させた日光を重ねるほど明るく暖かくな
ることを理解している ○ ○○ 5.28 1.1 08 06 ◎

2 (2)
日光を集めるときの，虫眼鏡の適切な使い方を身
に付けている ○ ○ ○ 9.86 3.0 08 06

3
より妥当な考えをつくりだすために，素材が不明
な物に電気を通したり磁石を近付けたりして調べ
た結果を分析して考察することができる

○ ○ ○○6.76 9.0 07 05

4 (1) はかりの適切な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 2.19 0.1 58 56 ◎

4 (2)
物は形を変えても重さは変わらないことを理解し
ている ○ ○○ 7.59 2.0 08 06 ◎

5 (1) 太陽の観察の安全な方法を身に付けている ○ ○ ○ 8.77 7.1 08 06

5 (2)
影は日光を遮る物があると太陽の反対側にできる
ことを理解している ○ ○○ 7.78 2.0 08 06 ◎

6 (1) 百葉箱を理解している ○ ○ ○ 6.07 7.5 08 06

6 (2) 温度計の適切な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 3.89 3.0 58 56 ◎

6 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，自記温度計
（記録温度計）の記録を分析して考察することが
できる

○ ○ ○ 8.24 0.1 07 05 ▼

7 (1)
空気の性質を利用したおもちゃの安全な使い方を
身に付けている ○ ○ ○ 2.15 3.0 08 06 ▼
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設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

7 (2)
閉じ込めた空気は，体積が小さくなるにつれて圧
し返す力が大きくなることを理解している ○ ○○ 6.47 4.0 08 06

7 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，空気の性質
と力を加える前後の体積変化とを関係付けなが
ら，分析して考察することができる

○ ○ ○○9.62 6.0 57 55 ▼

7 (4)
閉じ込めた空気の性質を，ボールがはずむ仕組み
に適用することができる ○ ○ ○○4.03 2.4 07 05 ▼

8 (1)
水を温めたときの体積変化について，予想が確か
められた場合に得られる結果を見通して実験を構
想することができる

○ ○ ○ 4.96 7.0 07 05

8 (2)
実験結果から水を温めたときの体積変化につい
て，より妥当な考えに改善することができる ○ ○ ○ 5.38 7.0 07 05 ◎

9 (1)
実験用ガスコンロの安全な使い方を身に付けてい
る ○ ○ ○ 7.29 8.0 08 06 ◎

9 (2)
温度による金属の体積変化を，金属製の手すりに
すき間があることに適用することができる ○ ○ ○○2.15 2.2 07 05

10 (1) 簡易検流計（検流計）を理解している ○ ○ ○ 2.83 8.8 08 06 ▼

10 (2)
より妥当な考えをつくりだすために，検流計の針
の指す向きと大きさを分析して考察することがで
きる

○ ○ ○ 3.16 4.2 07 05

11 (1) 腕を伸ばしたときの筋肉の様子を理解している ○ ○○ 4.36 2.1 58 56 ▼

11 (2)
動物の体の動かし方の適切な調べ方を身に付けて
いる ○ ○ ○ 5.08 3.1 08 06 ◎

11 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，人の骨と他
の動物の骨の様子とを関係付けながら，分析して
考察することができる

○ ○ ○○1.49 7.1 57 55 ◎
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県

令和元年度 佐賀県小・中学校学習状況調査[12月調査]
設問別調査結果[理科]５年
小学校－児童

査調校学小

※「◎」は「十分達成」，「▼」は「要努力」を示す集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

9.77 9.75654,7 9.56 6.0

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

県正答率 県無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式

活用

選択式
短答式
記述式
「活用」に関する問題

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

物質・エネルギー 6 5.76 3.0 5.77 5.75
生命・地球 22 5.56 7.0 0.87 0.85

①思考・表現 21 1.46 7.0 5.27 5.25
②技能 6 3.16 5.0 8.08 8.06
③知識・理解 01 0.17 5.0 5.28 5.26

91 6.66 3.0 7.87 7.85
5 5.17 8.0 0.97 0.95
4 6.55 6.1 5.27 5.25
4 4.26 8.0 3.17 3.15

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

1 (1)
実験用ガスコンロの安全な使い方を身に付けてい
る ○ ○ ○ 0.57 1.0 08 06

1 (2)
金属の温まり方について，予想が確かめられた場
合に得られる実験の結果を見通して実験を構想す
ることができる

○ ○ ○ 3.44 1.0 07 05 ▼

1 (3) 金属の温まり方を理解している ○ ○○ 0.38 1.0 58 56

2 (1)
水を沸騰させる実験の安全な方法を身に付けてい
る ○ ○ ○ 6.58 0.0 08 06 ◎

2 (2)
より妥当な考えをつくりだすために，水を熱した
ときに水が減る現象と蒸発とを関係付けながら，
分析して考察することができる

○ ○ ○ 3.67 6.1 07 05 ◎

2 (3) 湯気は，液体であることを理解している ○ ○○ 1.14 0.0 08 06 ▼

3 (1)
温度計の示す温度の適切な読み取り方を身に付け
ている ○ ○ ○ 5.73 4.0 58 56 ▼

3 (2) 冬のカブトムシの様子を理解している ○ ○○ 5.94 1.0 08 06 ▼

3 (3) 冬のヘチマとサクラの様子を理解している ○ ○○ 2.07 2.0 58 56

4
より妥当な考えをつくりだすために，蒸発と水の
重さとの関係を調べる実験における複数の情報を
関係付けながら，分析して考察することができる

○ ○ ○○4.94 8.0 07 05 ▼

5 (1)
空気が発芽の条件であるかどうかを調べる実験を
構想することができる ○ ○ ○ 1.17 2.0 57 55

5 (2)
光が発芽の条件であるかどうかを調べる実験を構
想することができる ○ ○ ○○7.27 2.0 57 55

5 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，条件の異な
る複数の実験を比較しながら，分析して考察する
ことができる

○ ○ ○ 1.56 3.0 57 55

5 (4)
子葉の中の養分が発芽に使われることを理解して
いる ○ ○○ 8.98 1.0 58 56 ◎
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設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

6 (1)
植物の成長の条件を調べる実験を構想することが
できる ○ ○ ○ 6.37 9.0 57 55

6 (2)
肥料を与えたときのインゲンマメの成長の様子を
理解している ○ ○○ 1.58 2.0 58 56 ◎

6 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，植物の成長
の条件と太陽の動きとを関係付けながら，分析し
て考察することができる

○ ○ ○○8.25 4.0 07 05

7 (1) アサガオのおしべを理解している ○ ○○ 6.67 2.0 58 56

7 (2) 顕微鏡の適切な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 9.06 2.0 08 06

7 (3)
より妥当な考えをつくりだすために，結実の実験
結果を基に分析して考察することができる ○ ○ ○ 4.76 5.0 57 55

8 (1)
より妥当な考えをつくりだすために，メダカを飼
育している三つの図を比較しながら，分析して考
察することができる

○ ○ ○ 9.28 6.0 57 55 ◎

8 (2)① 解剖顕微鏡の安全な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 1.67 1.1 08 06

8 (2)② 解剖顕微鏡を使う手順を身に付けている ○ ○ ○ 6.23 9.0 08 06 ▼

8 (3)①
メダカの受精卵がふ化するまでの様子を理解して
いる ○ ○○ 8.86 8.0 08 06

8 (3)②
メダカの稚魚は，腹の中にある養分で成長するこ
とを理解している ○ ○ ○ 4.85 4.2 08 06 ▼

9 (1) 天気は雲量と関係していることを理解している ○ ○ ○ 6.78 2.1 08 06 ◎

9 (2)
より妥当な考えをつくりだすために，雲画像やア
メダスの雨量情報を分析して考察することができ
る

○ ○ ○ 4.83 7.1 07 05 ▼

10
流れる水の働きを三日月湖の形成過程に適用して
考えることができる ○ ○ ○○7.47 6.1 07 05 ◎
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県

令和元年度 佐賀県小・中学校学習状況調査[12月調査]
設問別調査結果[理科]６年
小学校－児童

査調校学小

※「◎」は「十分達成」，「▼」は「要努力」を示す集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

8.67 8.65173,7 9.96 8.0

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

県正答率 県無解答率
到達基準

十分達成 おおむね達成
到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式

活用

選択式
短答式
記述式
「活用」に関する問題

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

物質・エネルギー 11 7.47 2.0 7.77 7.75
生命・地球 71 7.66 2.1 2.67 2.65

①思考・表現 21 1.67 9.0 3.17 3.15 ◎
②技能 6 6.26 0.1 8.08 8.06
③知識・理解 01 7.66 6.0 0.18 0.16

71 0.76 1.0 8.67 8.65
5 9.37 3.1 0.97 0.95
6 5.47 4.2 0.57 0.55
4 5.76 8.1 0.07 0.05

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

1 (1) 薬品の安全な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 4.69 3.0 08 06 ◎

1 (2)
物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変
わらないことを理解している ○ ○○ 4.76 0.0 08 06

1 (3)
条件制御をしながら，溶け残りのミョウバンを溶
かす実験を構想することができる ○ ○ ○○6.08 4.1 07 05 ◎

2 (1)
糸につるしたおもりの１往復する時間と振り子の
長さとが関係しているかを調べる実験を構想する
ことができる

○ ○ ○ 4.38 0.0 57 55 ◎

2 (2)
糸につるしたおもりの１往復する時間について，
予想が確かめられた場合に得られる結果を見通し
て実験を構想することができる

○ ○ ○ 2.78 1.0 07 05 ◎

2 (3)
振り子のおもりの重さを変えたときの実験の結果
を理解している ○ ○○ 4.16 1.0 08 06

3 (1)
電流の向きが変わると，電磁石の極が変わること
を理解している ○ ○○ 1.09 1.0 58 56 ◎

3 (2)
コイルの巻数と電磁石の強さとの関係を調べる実
験を構想することができる ○ ○ ○ 8.46 3.0 57 55

3 (3) 電磁石と永久磁石の共通点を理解している ○ ○○ 5.25 1.0 08 06 ▼

4 (1)
気体の濃度を調べる器具の適切な使い方を身に付
けている ○ ○ ○ 7.35 1.0 58 56 ▼

4 (2)
より妥当な考えをつくりだすために，物が燃える
前後の酸素と二酸化炭素の割合とモデルとを関係
付けながら，分析して考察することができる

○ ○ ○ 2.48 1.0 57 55 ◎

5 (1)①
唾液の働きを調べる実験の適切な方法を身に付け
ている ○ ○ ○ 3.56 9.2 08 06

5 (1)② 唾液の働きを調べる実験の結果を理解している ○ ○○ 7.34 3.0 08 06 ▼

5 (2) 小腸を理解している ○ ○ ○ 8.75 3.0 08 06 ▼
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設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式
活
用

期待
正答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

�
活
用
�
に
関
す
る
問
題

県
正
答
率

県
無
解
答
率

十
分
達
成

お
お
む
ね
達
成

到
達
状
況

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
�

生
命
・
地
球

①
思
考
・
表
現

②
技
能

③
知
識
・
理
解

5 (3)
小腸で吸収された養分は，血液によって全身に運
ばれることを理解している ○ ○ ○ 6.06 2.1 08 06

6 (1)
植物の成長と日光との関係について，予想が確か
められた場合に得られる結果を見通して実験を構
想することができる

○ ○ ○ 5.97 1.0 07 05 ◎

6 (2)
実験結果から植物の成長と日光との関係につい
て，より妥当な考えに改善することができる ○ ○ ○ 0.78 1.0 07 05 ◎

7 (1) 植物の茎の水の通り道を理解している ○ ○○ 2.36 1.0 08 06

7 (2)①
切り花が水を吸うことを基に，根がなくても水を
吸い上げるのかを調べる実験を構想することがで
きる

○ ○ ○○2.57 0.3 07 05 ◎

7 (2)②
より妥当な考えをつくりだすために，根のない植
物が水を取り入れる実験結果を基に分析して考察
することができる

○ ○ ○○4.37 4.2 07 05 ◎

7 (3) 顕微鏡の適切な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 4.85 2.0 08 06 ▼

8 (1) 方位磁針の適切な使い方を身に付けている ○ ○ ○ 5.83 2.0 08 06 ▼

8 (2)
より妥当な考えをつくりだすために，月の見える
方位と形を分析して考察することができる ○ ○ ○○6.04 3.0 07 05 ▼

8 (3)
太陽と月の位置と月の見え方を調べる実験の適切
な方法を身に付けている ○ ○ ○ 2.36 5.2 08 06

8 (4)
より妥当な考えをつくりだすために，太陽と月の
位置関係を分析して考察することができる ○ ○ ○ 0.48 3.0 07 05 ◎

8 (5)
月の表面にはクレーターがあることを理解してい
る ○ ○ ○ 2.88 3.2 58 56 ◎

9 (1)
生物の間には，食う食われるという関係があり，
元をたどると植物に行き着くことを理解している ○ ○ ○ 5.28 3.1 08 06 ◎

9 (2)
植物は日光が当たると二酸化炭素を取り入れて酸
素を出すことを，動物や植物の呼吸で酸素が無く
ならないことに適用することができる

○ ○ ○ 6.37 1.3 07 05 ◎
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